
「NOSAIおおいた」は、
大分県農業を支える農業共済組合です
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〝
働
き
続
け
ら
れ
る
〟環
境

国東市安岐町／ウーマンメイク株式会社

「
作
物
に
は
、
適
し
た
環
境
づ
く

り
が
必
要
な
の
と
同
じ
で
、
働
く
人

も
、
一
人
一
人
が
能
力
を
発
揮
し
て

く
れ
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
す
の
は
、
国
東
市
安
岐
町

の
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社
で
代

表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
平
山
亜
美

さ
ん
。
同
社
で
は
、
水
耕
ハ
ウ
ス
栽

培
で
リ
ー
フ
レ
タ
ス
40
ア
ー
ル
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
40
ア
ー
ル
を
栽
培
し
、

九
州
か
ら
関
東
の
ス
ー
パ
ー
や
市
場

に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

会
社
員
か
ら
就
農
・
起
業
へ

自
身
の
出
産
が
転
機
と
な
り
、
前

職
を
辞
め
起
業
を
目
指
し
た
平
山
さ

ん
。
異
業
種
交
流
会
な
ど
様
々
な
出

会
い
を
経
て
、「
子
育
て
を
し
な
が

ら
働
け
る
、
長
く
続
け
ら
れ
る
」
と

【
特
集
】

平
成
27
年
に
設
立
し
た
、
安
岐
町
の
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社
で
は
、『
女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

ど
ん
な
立
場
の
ひ
と
で
も
〝
長
く
働
き
続
け
る
環
境
〟
を
つ
く
れ
る
よ
う
取
り
組
む
姿
勢
』
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

社
長
の
平
山
亜
美
さ
ん
は
、
雇
用
や
活
動
を
通
じ
て
地
域
に
活
力
を
与
え
る
経
営
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

平ひ
ら

山や
ま 

亜あ

美み

さ
ん
（
33
歳
）

ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社

国
東
市
安
岐
町

代
表
取
締
役
社
長

⚫	

レ
タ
ス	

40
ア
ー
ル

⚫	

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ	

40
ア
ー
ル
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設
備
改
善
で
負
担
軽
減

ハ
ウ
ス
内
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

よ
る
環
境
管
理
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。

24
時
間
自
動
管
理
さ
れ
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
ハ
ウ
ス
内
の
環
境
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
こ
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
お
か
げ
で
、

休
暇
を
取
り
や
す
く
な
り
安
定
し
た

生
産
管
理
が
で
き
ま
す
」
と
効
果
を

語
り
ま
す
。

令
和
３
年
に
は
、
規
模
拡
大
と
と

も
に
、
水
耕
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
栽
培

と
苗
テ
ラ
ス
を
導
入
し
ま
し
た
。
苗

テ
ラ
ス
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
ハ
ウ
ス

内
で
行
っ
て
い
た
育
苗
作
業
を
周
年

同
じ
環
境
で
行
う
こ
と
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
、
均
等
で
ロ
ス
の
少
な
い
苗

づ
く
り
を
可
能
に
し
ま
し
た
。
ハ
ウ

ス
内
で
の
栽
培
期
間
が
短
縮
さ
れ
た

た
め
、
基
本
的
に
、
栽
培
中
農
薬
不

使
用
を
実
現
し
、
植
え
付
け
工
程
の

一
部
や
防
除
作
業
を
短
縮
し
ま
し
た
。

作
業
を
い
っ
そ
う
軽
減
す
る
た
め

の
改
善
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
内
の
高
所
に
特
注
の
肥
料
タ
ン

ク
を
置
く
こ
と
で
、
低
所
作
業
を
軽

の
で
、
ど
ん
な
設
備
が
必
要
か
、

ど
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
か

を
柔
軟
に
考
え
て
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
就
業
時
間
は
、
８
時
か

ら
17
時
で
希
望
制
の
シ
フ
ト
を
導

入
し
て
お
り
、
子
育
て
や
地
域
の

用
事
な
ど
、
個
人
の
事
情
を
フ
ォ

ロ
ー
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
構
築
。

月
１
回
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ

る
障
が
い
者
雇
用
の
フ
ォ
ロ
ー
も

行
っ
て
い
ま
す
。
事
務
所
に
は
、
作

業
場
か
ら
見
え
る
形
で
キ
ッ
ズ
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
。
子
ど
も
の
姿
を

見
な
が
ら
安
心
し
て
仕
事
が
で
き

る
と
母
親
た
ち
か
ら
好
評
で
す
。

思
っ
た
仕
事
が
、
農
業
・
水
耕
ハ
ウ

ス
栽
培
で
し
た
。

「
安
岐
町
の
農
業
法
人
の
社
長
か

ら
『
農
業
す
る
な
ら
、
儲
か
る
農
業

を
し
な
い
と
続
か
な
い
よ
』
と
ア
ド

バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
自
分
が
続
け
ら
れ
る
農
業
を
探
し

ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

作
業
が
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
、
体
力

的
な
作
業
負
担
が
少
な
い
水
耕
ハ
ウ

ス
栽
培
で
、
リ
ー
フ
レ
タ
ス
30
ア
ー

ル
か
ら
栽
培
を
開
始
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
立
場
で
も

〝
長
く
働
き
続
け
る
〟
環
境

現
在
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
で
は
、
20
～

70
代
の
幅
広
い
世
代
の
ス
タ
ッ
フ
26
名

が
働
い
て
お
り
、
そ
の
全
員
が
女
性

で
す
。
こ
の
背
景
に
は
「
自
分
と
同

じ
女
性
・
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
人
が
働

き
や
す
い
環
境
を
作
り
た
い
」
と
い

う
平
山
さ
ん
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

「
働
き
や
す
さ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
な

国東市安岐町／ウーマンメイク株式会社

完全閉鎖型育苗施設（苗テラス）
人口光を使用し、閉鎖された室内で
生育に必要な環境を自動制御する

事務所内に設置されたキッズスペース
作業場から子どもの様子が見えるため安心

水耕用ベッドで栽培されるリーフレタス
手前のハンドルを回すことで、ベッドが左右に動くため、
空間を大きく使うことが出来る
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ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社
で
は
、
令
和
３
年

の
台
風
９
号
に
よ
る
雨
で
基
礎
部
分
が
流
出
し
、

栽
培
用
の
ベ
ッ
ド
が
倒
壊
し
ま
し
た
。
本
体
施
設

に
加
え
、
付
帯
施
設
を
共
済
に
ご
加
入
頂
い
て
い

た
た
め
、
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

最
高
額
の
補
償
に
ご
加
入
頂
い
て
も
、
小
損
害

不
て
ん
補
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
掛
金
を

か
な
り
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

※
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
へ

減
。
施
設
内
で
の
運
搬
作
業
に
は
ロ

ボ
ッ
ト
を
導
入
し
ま
す
。「
特
に
高

齢
女
性
が
多
く
働
い
て
い
る
朝
の
時

間
帯
で
は
、
作
業
負
担
軽
減
の
効
果

が
大
き
く
な
り
ま
す
」と
平
山
さ
ん
。

雇
用
や
活
動
を
通
じ
て

地
域
に
活
力
を

も
と
も
と
、
道
の
駅
の
よ
う
な
地

域
が
活
気
づ
く
よ
う
な
取
り
組
み
が

し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
平
山

さ
ん
。「
雇
用
の
他
に
も
地
域
の
方

が
参
加
で
き
る
夏
祭
り
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。
地
元

の
女
性
た
ち
が
立
ち
上
げ
た
直
売
所

に
は
、
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
の
商
品
も

取
り
扱
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

と
地
域
と
の
連
携
に
つ
い
て
話
し
ま

す
。「

農
業
は
つ
く
っ
て
終
わ
り
で
は

な
い
の
で
。
い
ず
れ
は
道
の
駅
を
経

営
し
て
、
商
品
の
売
り
場
を
作
り
た

い
。
新
し
い
雇
用
や
地
域
の
付
加
価

値
を
生
み
出
す
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
空
港
の
町
安
岐
町
な
ら
そ
れ

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
目
標
を

語
り
ま
し
た
。

ウーマンメイク株式会社
国東市安岐町大添572番地１
出荷時期／通年
販売場所／県内各地のスーパー

園
芸
施
設
共
済

国東市安岐町／ウーマンメイク株式会社

自
身
の
経
営
体
に
合
っ
た

加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。大雨により、栽培ベッドが倒壊した

毎週日曜日に開催される直売所
地元の女性たちが立ち上げ、地域を盛り上げている

ブランド名の“やさいまま”は
“育てる優しいママのような愛情を込めて”
“届ける野菜そのままの味を”
という意味を込めている
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お問い合わせはお近くの 南 部 支 所  TEL.０９７４-２２-３３３０
竹田出張所  TEL.０９７４-６３-２８２５
北 部 支 所  TEL.０９７８-３２-１３０７（農業共済）へ

東 部 支 所  TEL.０９７８-６３-４４６６
中西部支所  TEL.０９７３-７２-３４０９
大分出張所  TEL.０９７-５７６-７４６１

水害による土砂流入 台風による施設の倒壊

まずはお見積り
させてください！

拡充された園芸施設共済に
ご加入ください

年々増加する大規模災害…

　NOSAI の園芸施設共済には、「小損害不
てん補」というものがあります。これは、「損害額
がその金額を上回ったときに共済金を支払う」
基準の金額になります。
　「小損害不てん補」には１万円から 100 万
円まで、６つの段階を棟ごとに選べるようになっ
ており、大きな金額を選択すれば、掛金をぐっ
と安く抑えられるようになります。

　ゲリラ豪雨や竜巻、地震や大雪など、異常気象による災害はいつ発生
するかわかりません。
　ハウスが全壊するような大きな被害があった際、保険があればいいな、
とは思うけれども、掛金負担も気になりますよね。

例： 評価額 1,000 万の鉄骨ハウスを、
  フルオプション（撤去・復旧・新価調達額 100％）、

で加入した場合。

小損害不てん補１万円（通常）と 100 万円を比較す
ると、掛金が 40％以下に。

1,000万円の補償が１万円以下の
掛金で受けられます

小損害不てん補 １万円 ３万円 10 万円

掛金 20,818円 19,913円 14,641円

小損害不てん補 20 万円 50 万円 100 万円

掛金 11,307円 7,974円 7,913円
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稲
刈
前
に
コ
ン
バ
イ
ン
を

セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

機械化プランナー
に聞きました

稲
刈
り
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

日
頃
か
ら
、
農
機
具
の
定
期

的
な
点
検
や
調
整
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
使
用
時
の
ト
ラ
ブ
ル

減
少
や
機
械
の
長
持
ち
に
つ
な

が
り
、
機
械
の
修
理
整
備
費
用

の
低
減
に
も
有
効
で
す
。

今
回
紹
介
す
る
、
セ
ル
フ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
ポ
イ
ン
ト
は
ほ
ん

の
一
部
で
す
の
で
、
実
際
に
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
際
は
必
ず

機
械
附
属
の
取
扱
説
明
書
を
確

認
し
、
必
要
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

JA 全農おおいた
機械化プランナー

川
かわ

上
かみ

	高
たか

生
お

さん

① 

引
起
し
爪

【
働

き
】

⚫
稲
や
麦
を
引
き
起
こ
し
、
搬
送
姿
勢
を
整
え
ま
す
。

⚫	

爪
が
摩
耗
、破
損
す
る
と
搬
送
不
良
が
発
生
し
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

【
点
検
方
法
】

⚫
爪
の
摩
耗
や
変
形
、
破
損
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

引起し爪 

この部分が摩耗
します

①

②
③
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② 

刈
刃

作
業
後
は

各
部
の
掃
除

③ 

ク
ロ
ー
ラ

【
働

き
】

⚫
稲
や
麦
を
株
元
で
切
断
し
ま
す
。

⚫	
刈
刃
が
摩
耗
し
た
り
欠
け
た
り
す
る
と
、
刈
残
し

や
刈
取
り
部
の
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

【
点
検
方
法
】

①
刃
が
摩
耗
し
、
破
損
し
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

②	

刈
刃
と
受
刃
の
隙
間
が
広
く
な
っ
て
い
な
い
か
確

認
し
ま
す
。

※	

点
検
を
行
う
場
合
は
、
刃
先
に
絶
対
に
触
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。

※	

刈
取
部
を
上
げ
て
確
認
す
る
場
合
は
、
必
ず
刈
取

部
ロ
ッ
ク
ス
イ
ッ
チ
を
ロ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

①	

刈
取
り
作
業
後
、
籾
の
排
出

が
す
べ
て
終
わ
っ
た
後
、
脱

穀
部
を
３
分
程
度
空
運
転

し
、
脱
穀
部
を
停
止
し
た
後
、

エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
駐
車

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
ま
す
。

②	

掃
除
箇
所
は
、
脱
穀
部
、
グ

レ
ン
タ
ン
ク
、
排
出
オ
ー
ガ
、

各
部
搬
送
ス
ク
リ
ュ
等
の
籾

が
た
ま
る
箇
所
や
刈
取
部
、

各
部
チ
ェ
ー
ン
、
ベ
ル
ト
駆

動
部
分
、
カ
ッ
タ
ー
等
の
わ

ら
屑
が
た
ま
る
箇
所
が
あ
り

ま
す
。
取
扱
説
明
書
に
従
い
、

各
部
の
掃
除
口
を
開
き
、
き

れ
い
に
掃
除
し
ま
す
。

【
働

き
】

⚫
走
行
（
移
動
）
を
行
い
ま
す
。

⚫	

ク
ロ
ー
ラ
が
摩
耗
、
破
損
す
る
と
ク
ロ
ー
ラ
の

す
べ
り
や
外
れ
、
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

【
点
検
方
法
】

①	

ク
ロ
ー
ラ
に
摩
耗
や
亀
裂
が
な
い
か
確
認
し

ま
す
。

②	

ク
ロ
ー
ラ
の
た
わ
み
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

た
わ
み
の
確
認
は
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
を
し
た

後
、
ク
ロ
ー
ラ
と
転
輪
の
隙
間
を
確
認
し
ま

す
。（
隙
間
を
測
る
転
輪
の
場
所
は
型
式
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

たわみ量

転輪

いざというときのために…農機具共済へ加入しましょう。
総合共済の対象事故は「火災・落雷・物体の落下もしくは飛来、破裂もしくは爆発、鳥獣害、
衝突、接触、墜落、転覆、異物の巻込み、台風などの自然災害（地震を除く）」

100万円の補償で、掛金は年間6,000円	※耐用年数（７年）以内の新車の場合

クローラ
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青
色
申
告
者
の

約
３
人
に
１
人
が

選
ん
で
い
ま
す

加
入
者
の

２
人
に
１
人
へ

お
支
払
い
し
ま
し
た

受付が本格化します！

令和元年にスタートした収入保険は、年々右肩上がりで多くの方にご加入頂いています。
未加入の方は、ぜひ加入をご検討ください。

令和５年開始収入保険

次
の
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝

営
農
計
画
の
変
更
を
し
た
場
合

作
付
け
す
る
作
物
の
種
類
、
栽

培
面
積
、
見
込
み
収
穫
量
な
ど
を

変
更
す
る
場
合
。

⃝

事
故
が
発
生
し
た
場
合

対
象
農
産
物
の
種
類
ご
と
に
、

１
割
以
上
の
数
量
減
少
の
被
害
が

見
込
ま
れ
る
と
き
。（
つ
な
ぎ
融

資
を
ご
希
望
の
方
は
併
せ
て
ご
報

告
下
さ
い
）

⃝
�

法
人
化
・
農
業
経
営
の
譲
渡
を
考

え
て
い
る
場
合

収
入
保
険
で
は
、「
１
年
間
の

税
務
申
告
」
の
書
類
に
よ
っ
て
保

険
金
等
の
計
算
を
行
い
ま
す
。

そ
の
た
め
法
人
化
等
に
よ
り
、

法
人
化
前
の
決
算
を
「
１
年
に

満
た
な
い
税
申
告
」
で
行
っ
て

し
ま
う
と
、
現
在
ご
加
入
の
保

険
契
約
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

（
青
色
申
告
農
業
者
数
５
６
４
３
経
営
体
）

0

400

800

1,200

1,600

2,000
（件）

令和元年

828828

２年

1,0031,003

３年

1,2451,245

４年

1,6451,645

県内の加入経営体数推移

UP!UP!

補てん金の受け取りが
あった

令和３年度保険金等支払い状況

46.3%
支払総額

7億円
53.7%

補てん金の受け取りが
なかった

（令和４年１月時点）

現
在
ご
加
入
の
方
へ
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水
稲
の
収
穫
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
適
正
な
損
害
評
価
の
た
め
、
刈
り
取
り
前
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

損
害
通
知
書
兼
野
帳
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

水
稲
共
済
に
ご
加
入
の
方

全相殺方式にご加入の方

地域インデックス方式にご加入の方

① 組合員記入日を記入
② 災害の発生月日を記入
③ 災害の種類を記入（被害がない耕地は『被害無』に○を記入）
 ※被害の大小に関わらずご記入ください
④ 耕地ごとに半分以上の被害が見込まれる場合は『有』に、
 見込まれない場合は『無』に○を記入
⑤ 収穫予定日・搬入予定日を記入
⑥ 乾燥調製施設（籾摺り業者等）に
 搬入しない耕地は『有』に、搬入する耕地は『無』に○を記入

① 組合員記入日を記入
② 災害の発生月日を記入
③ 災害の種類を記入（被害がない耕地は『被害無』に○を記入）
 ※被害の大小に関わらずご記入ください
④ 耕地ごとに半分以上の被害が見込まれる場合は
 『有』に、見込まれない場合は『無』に○を記入

　昨年までの一筆方式とは形が違います。
　立て札も不要！
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今
回
は
、
当
診
療
所
に
昨
年
導
入

さ
れ
ま
し
た
携
帯
型
Ｘ
線
撮
影
装
置

（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）
に
つ
い
て
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

当
診
療
所
所
有
の
機
器
は
、
携
帯

型
Ｘ
線
発
生
装
置
と
携
帯
型
受
信
装

置
と
な
っ
て
お
り
、
県
内
唯
一
の
産

業
動
物
専
用
装
置
で
す
。
携
帯
型
で

す
の
で
ど
こ
に
で
も
移
動
可
能
で
、

撮
影
が
よ
く
で
き
て
い
れ
ば
骨
や
肺

な
ど
の
対
象
物
が
よ
く
観
察
で
き
ま

す
。
撮
影
し
た
画
像
は
す
ぐ
に
デ
ジ

タ
ル
処
理
さ
れ
る
た
め
、
取
り
直
し

に
時
間
が
か
か
ら
ず
何
度
で
も
撮
影

で
き
る
こ
と
も
大
き
な
利
点
の
一
つ

で
す
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
装
置

は
コ
ロ
ナ
患
者
の
方
を
移
動
さ
せ
る

こ
と
な
く
撮
影
が
で
き
、
感
染
リ
ス

ク
低
下
や
蔓
延
防
止
を
考
慮
し
な
が

ら
の
病
状
把
握
に
と
て
も
重
宝
さ
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。
骨
の
病
気
の
み

な
ら
ず
、
呼
吸
器
や
腹
部
の
病
気
な

ど
に
対
し
て
も
、
体
の
中
が
見
え
る

と
い
う
こ
と
は
診
断
に
と
て
も
役
立

ち
ま
す
。

産
業
動
物
に
お
い
て
も
、
患
畜
を

移
動
さ
せ
ず
に
感
染
・
汚
染
リ
ス
ク

を
回
避
で
き
る
携
帯
型
装
置
は
大
変

有
用
で
す
。
気
に
な
る
よ
う
な
疾
患

を
お
持
ち
の
獣
医
師
の
先
生
方
は
、

お
気
軽
に
南
部
家
畜
診
療
所
ま
で
お

問
合
せ
の
う
え
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
農
家
さ
ん
で
も
気
に
な

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

か
か
り
つ
け
の
獣
医
師
の
先
生
と

相
談
の
上
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ど
こ
で
も
行
き
ま
す

レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

診療所
だより

撮影後 10 数秒程度で画像診断用パソコンに
画像が表示され、確認できる

上が携帯型Ｘ線発生装置
この発生装置と受信用のパネルの間に撮影
対象物を置き撮影すると画像が出てくる

　

４
月
か
ら
当
診

療
所
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
っ
た
幸

重	

理
成	

獣
医
師

の
紹
介
を
し
ま
す
。

診
療
所
と
し
て
は
、

ほ
ぼ
30
年
ぶ
り
の
新
卒
獣
医
師
の
採
用
で
す
。

⃝

獣
医
を
目
指
し
た
の
は
？

　

幼
い
頃
か
ら
動
物
が
好
き
で
牧
場
に
憧
れ

が
あ
り
牛
の
診
療
獣
医
師
に
な
り
た
か
っ
た
。

⃝

大
分
を
選
ん
だ
の
は
？

　

父
親
の
実
家
が
大
分
に
あ
り
、
自
分
自
身

が
長
く
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
。

⃝

ど
ん
な
獣
医
に
な
り
た
い
？

　

農
家
さ
ん
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
頼
り

に
な
る
獣
医
師
に
な
り
た
い
。

　
現
在
、
２
人
の
先
輩
獣
医
師
に
つ
い
て
研
修

中
で
す
。
ま
だ
ま
だ
１
人
で
診
療
に
回
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
管
内
の
獣
医
師
の
年
齢
も

ほ
ぼ
50
歳
以
上
で
貴
重
な
若
手
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
畜
産
に
貢
献
す
る
た
め
に

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

獣医師　幸
ゆき

重
しげ

	理
まさ

成
なり
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令
和
４
年
度
か
ら

共
済
掛
金
等
の
取
り
扱
い
は
…

原
則
口
座
振
替
の
み
に

な
り
ま
し
た
。

未
登
録
の
方
は
口
座
振
替
登
録
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

口
座
振
替
登
録
を
お
願
い
し
ま
すご不明な点がある方は、お気軽にご相談ください。

「
な
が
ら
見
守
り
活
動
」

実
施
中

大分県警察本部
生活安全部生活安全企画課
安全・安心まちづくり推進室

別
べっぷ

府	敦
あつし

	室長

安全
安心

地域づくり
Safe & Secure

日
常
生
活
の
中
で
、
通
勤
、
買
い
物
、
犬
の
散
歩
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
、
庭
の
手
入
れ
、
花
の
水
や
り
な
ど
を
し
「
な
が
ら
」

⚫�

子
ど
も
た
ち
の
後
を
つ
け
る
不
審
者
が
い
な
い
か
見
守
る

⚫�

子
ど
も
が
怪
し
い
人
に
声
を
か
け
ら
れ
て
い
な
い
か
見
守
る

⚫�

防
犯
の
帽
子
や
た
す
き
、
ベ
ス
ト
な
ど
を
着
用
す
る

「
何
か
あ
れ
ば
通
報
す
る
」
と
い
う
防
犯
意
識
を
持
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
を

見
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

「
気
楽
に
・
気
長
に
・
危
険
な
く
」
ご
協
力
を
！

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
お
お
い
た
も

「
な
が
ら
見
守
り
活
動
」に

参
加
し
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
子
ど
も
の
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
も
気
軽
に
で

き
る
「
な
が
ら
見
守
り
」
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

現
金
取
り
扱
い
　
　
　
へ
！

0 ゼ
ロ

令和元年度 令和２年度 令和３年度

3,800件3,800件

2,500件2,500件
1,500件1,500件

現金取扱件数

4,000
3,000
2,000
1,000
0

（件）

令和元年度 令和２年度 令和３年度

8,700万円8,700万円

5,300万円5,300万円
3,100万円3,100万円

現金取扱金額
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000
0

（万円）
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県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

「
25
歳
ま
で
に
何
か
新
し
い
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
し
た
。
生
き
物
を
育

て
る
こ
と
が
大
好
き
な
の
で
、
今

の
仕
事
は
楽
し
い
で
す
」
と
話
す

の
は
豊
後
高
田
市
の
ト
ゥ
ル
ー
バ

フ
ァ
ー
ム
大
分
で
取
締
役
農
場
長

を
務
め
る
坂
本
欣
生
さ
ん
。

会
社
員
時
代
、
独
立
し
て
新
た

な
挑
戦
を
し
た
い
と
考
え
て
い
た

と
こ
ろ
、
ト
ゥ
ル
ー
バ
フ
ァ
ー
ム

か
ら
誘
い
が
あ
り
転
職
に
踏
み
切

り
ま
し
た
。

知
識
の
な
い
状
態
で
、
ま
っ
た

く
の
他
業
種
か
ら
就
農
し
た
坂
本

さ
ん
。
経
営
の
勉
強
の
た
め
、
同

市
の
牧
場
で
７
カ
月
間
勉
強
し
知

識
を
蓄
え
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自

ら
の
足
で
、耕
作
放
棄
地
を
歩
き
、

牧
場
を
開
拓
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷

地
で
、
繁
殖
牛
46
頭
、
子
牛
20
頭

坂さ
か

本も
と 

欣よ
し

生お

さ
ん
（
30
歳
）

新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
の
挑
戦

を
放
牧
し
て
い
ま
す
。

見
え
て
き
た
課
題

「
放
牧
は
一
見
楽
そ
う
に
見

え
ま
す
が
、
牛
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ

デ
ィ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
非
常
に

大
変
で
す
」
と
坂
本
さ
ん
。
舎
飼

い
の
場
合
、
決
め
ら
れ
た
区
画
の

中
で
牛
を
管
理
し
、
配
合
飼
料
な

ど
を
与
え
ま
す
。
し
か
し
放
牧
の

場
合
は
、
ど
こ
で
何
を
食
べ
た
の

か
把
握
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
ど

の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
が
課

題
と
な
り
ま
す
。

「
放
牧
の
良
い
と
こ
ろ
、
舎
飼

い
の
良
い
と
こ
ろ
を
融
合
さ
せ
市

場
性
の
高
い
牛
の
生
産
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

10
年
後
に
は
２
０
０
頭
を
目

標
に
生
産
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
今
後
の
目
標
を
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

ト
ゥ
ル
ー
バ
フ
ァ
ー
ム
大
分　
取
締
役
農
場
長

豊
後
高
田
市

▲	坂本欣生さんと
妻の莉

り

江
え

さん

▲	畜舎で作業をする坂本さん

12



県
内
の
元
気
な
農
業
者
を
紹
介

「
収
穫
量
を
あ
げ
て
い
っ
て
、
い
ず
れ
は

規
模
拡
大
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
橋
本

清
秀
さ
ん
。
高
齢
化
が
進
む
地
元
大
野
町
。

両
親
か
ら
受
け
継
い
だ
農
地
を
、
若
い
力
で

守
り
た
い
と
の
思
い
で
、
７
年
前
か
ら
専
業

農
家
と
し
て
、
水
稲
、
イ
チ
ゴ
、
ピ
ー
マ
ン

を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

「
農
業
は
、
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と

が
多
く
て
大
変
で
す
。
で
も
、
自
分
が
作
っ

た
作
物
を
皆
さ
ん
が
お
い
し
い
と
言
っ
て
食

べ
て
く
れ
る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
し
励
み

に
な
り
ま
す
。
若
い
人
に
も
っ
と
農
業
の
魅

力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

「
持
ち
寄
っ
た
卵
の
殻
を
肥
料

に
利
用
し
た
り
、
苗
や
ハ
ウ
ス
を

譲
り
受
け
た
も
の
を
利
用
し
た

り
、
お
金
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
ま
す
」と
佐
藤
栄
一
さ
ん
。

同
級
生
と
と
も
に
、
果
樹
・
野
菜

作
り
に
挑
戦
す
る「
楽ら

く

菜さ
い

ク
ラ
ブ
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

「
み
ん
な
定
年
を
迎
え
、
毎
日

の
目
標
、
生
き
が
い
と
い
う
か
、

朝
起
き
て
「
よ
し
、
今
日
は
」
と

い
う
も
の
を
見
つ
け
る
の
が
難
し

い
。
何
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と

思
っ
た
」
と
ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ
の

き
っ
か
け
を
話
し
ま
す
。

作
物
は
、
暖
か
い
と
こ
ろ
で
育

つ
も
の
が
多
く
、
マ
ン
ゴ
ー
や
バ

ナ
ナ
な
ど
10
種
類
以
上
の
作
物
を

年
中
栽
培
で
き
る
よ
う
に
植
え
て

い
ま
す
。

「
い
ず
れ
は
収
益
性
も
考
え
た

栽
培
を
し
た
い
で
す
。
全
部
う
ま

く
い
く
の
は
難
し
い
け
れ
ど
、
軌

道
に
乗
って
次
の
世
代
に
基
盤
を
残

せ
る
よ
う
な
取
り
組
み
に
し
て
い
け

た
ら
最
高
で
す
ね
」
と
佐
藤
さ
ん

た
ち
の
挑
戦
が
始
ま
って
い
ま
す
。

「
山
間
部
で
獣
害
対
策
を
し
な
が
ら
の
農

業
は
大
変
」
と
清
塚
さ
ん
。
損
害
評
価
会
委

員
と
共
済
部
長
を
務
め
る
傍
ら
、
民
生
委
員

と
し
て
も
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

19
歳
か
ら
趣
味
で
走
る
こ
と
を
始
め
、
出

場
し
た
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
６
回
。
防
府
マ
ラ

ソ
ン
で
は
２
時
間
台
で
完
走
し
た
こ
と
も

あ
る
ラ
ン
ナ
ー
。
市
内
一
周
駅
伝
で
は
現

役
で
、
40
回
出
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
「
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン

（
竹
田
市
）
に
70
歳
以
上
の
部
で
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
し
た
い
」
と
元
気
よ
く
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

橋は
し

本も
と 

清き
よ

秀ひ
で

さ
ん
（
45
歳
）

清き
よ

塚つ
か 

祐ゆ
う

一い
ち

さ
ん
（
69
歳
）

両
親
の
思
い
を
継
い
で

定
年
後
の
生
き
が
い

い
つ
ま
で
も
現
役
ラ
ン
ナ
ー

杵
築
市
山
香
町

豊
後
大
野
市
大
野
町

▲いずれは規模拡大をしたい
と話す橋本さん

▲「いくつになっても走りたい」
と話す清塚さん

▲実が５つ実ったマンゴー ▲クラブの説明をする佐藤さん

佐さ

藤と
う 

栄え
い

一い
ち

さ
ん
（
70
歳
）

九
重
町

⚫	
果
樹
・
野
菜	

50
ア
ー
ル

⚫	

水
稲	

１
０
０
ア
ー
ル

⚫	

イ
チ
ゴ	

５
ア
ー
ル

⚫	

ピ
ー
マ
ン	

８
ア
ー
ル

⚫	

水
稲	

70
ア
ー
ル

⚫	

き
ゅ
う
り	

５
ア
ー
ル
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玖珠町の「旧カウベルランドくす」が、手ぶら
キャンプ＆手ぶらバーベキューが楽しめる、「パラ
ディッソおおいた」としてグランドオープン！

広大な敷地の公園施設でキャンプやパークアク
ティビティ（しゃぼん玉・水鉄砲・トイドローンな
ど）を、併設されたレストランやバーベキューコー
ナーでは地産地消の名物料理が楽しめます。

SDGs推進レストラン「アジュール・ルナ」で
は、博多の名店「奈良屋町 青」の金田シェフがア
ドバイザーを務めた「豊後牛ハンバーグ＆生椎茸の
ステーキ」や「豊後牛コンソメスープかけ焼きおに
ぎり」などのコース料理に舌鼓！

開放感あふれる玖珠の自然を、家族みんなでお楽
しみください。

佐伯市青山の県道37号線沿いにある知る人ぞ知
る「札幌らぁめん　こぐま」は本格札幌らぁめんが
食べられる店として有名な人気店です。

店主は元々、機械設計士でしたが、25年前に一
念発起し、独学でラーメン作りを研究。試行錯誤を
繰り返しながら現在の味にたどりつきました。２年
前に現在の場所に移転しましたが、オープン当初か
らのリピーターも多いです。

麺や食材は本場札幌から仕入れ、気候の違いから
大分向けに味をアレンジして提供しています。「ネ
ギみそらぁめん」と「肉みそ野菜らぁめん」が人気
です。

お近くに来られた際は、本場札幌の味を堪能して
みてはいかがでしょうか。

東九州自動車道青山河川公園●
●

佐伯市立青山小学校
佐伯市

郷土芸能伝承館青山
● 

後藤つつじ園●

黒沢ダム
 ●

37

札幌らぁめん こぐま

54

672

パラディッソおおいた

●高塚愛宕地蔵尊

天瀬高塚I.C.

●
カウベル

モーターパーク

佐伯で食べる本格札幌らぁめん

札幌らぁめんこぐま

NOSAI職員おすすめスポット いっちみちょくれ！
※定休日、営業時間については各店舗にお問い合わせください。

佐伯市青山 1538 番地５
TEL.0972-26-1002
定休日／火曜日
営業時間／	11：00～ 14：30（オーダーストップ）
	 ※月・水・木・金　夜営業あり
	 　（14：30 までに要予約）

▲ネギみそらぁめん

肉みそ

▲

野菜らぁめん

手ぶらでアウトドア！？

パラディッソおおいた

玖珠郡玖珠町戸畑 9619- １
TEL.0973-77-2282
定休日／水曜日
冬季休業／１～２月
営業時間／サービス毎に設定
	 	（Web 参照）
ホームページ		https://paradiso8.jp/

▲公式ホームページ、
　予約はこちらから

本場の味！

南部支所

竹
たけ

中
なか

	明
はる

成
なり

家族で楽しもう

中西部支所　糸
いと

永
なが

	 翔
しょう
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お
も
ち
工
房
厚あ

つ

田だ

の

こ
だ
わ
り
杵
つ
き
製
法

平
成
19
年
か
ら
製
造
を
始
め
た
、
自
家
製
も
ち
米
を
利
用
し
た
お
も
ち
作

り
。
地
元
直
売
所
等
で
は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
て
し
ま
う
評
判
の
お
も
ち
で
す
。

お
も
ち
は
蒸
し
た
後
に
、
水
を
加
え
ず
に
つ
く
こ
だ
わ
り
の
杵
つ
き
製

法
。
伸
び
が
よ
く
切
れ
に
く
く
な
っ
て
お
り
、
市
販
の
お
も
ち
と
は
違
う

風
味
が
あ
り
ま
す
。
粉
を
落
と
し

て
真
空
パ
ッ
ク
に
し
て
い
る
た
め

冬
場
は
１
か
月
ほ
ど
の
保
存
が
可

能
で
、
そ
れ
を
活
か
し
た
鏡
餅
が

好
評
で
す
。

現
在
は
５
種
類
の
お
も
ち
に
加

え
、
石
垣
も
ち
や
酒
ま
ん
じ
ゅ
う

等
の
製
造
を
行
っ
て
お
り
、
武
蔵

町
や
日
出
町
の
直
売
所
、
大
分
や

別
府
、
日
出
の
ス
ー
パ
ー
で
購
入

で
き
ま
す
。

社
長
の
和
好
さ
ん
は
「
こ
の
先

を
見
据
え
て
、
生
産
か
ら
販
売

ま
で
の
「
６
次
産
業
化
」
に
よ

る
付
加
価
値
を
付
け
た
い
、
新

商
品
の
開
発
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

おもち工房厚田ファームの皆さん様々な種類の製品を販売しています

知
っちょくれ

合
同
会
社
お
も
ち
工
房
厚
田
フ
ァ
ー
ム

国
東
市

令和5年４月採用職員（総合職）を募集します
募集の概要
業 務 内 容 農業保険の普及推進、損害評価業務など関連事務

募 集 人 数 若干名

給 　 　 与
［令和４年度初任給］
高校卒：154,900 円、短大卒：168,900 円、大学卒：188,700 円
※大分県職員給与と同様の給与形態、経歴による加算あり。

受 験 資 格

1. 令和５年４月１日現在における年齢が 18 歳から 30 歳の人
2.  学校教育法による高等学校、短期大学、高等専門学校、４年制大学を卒業した者又は

令和５年（2023 年）３月末までに卒業見込の者（当組合が同等の資格があると認める
者を含む。）

3. 普通自動車運転免許（採用月日までに取得する場合を含む）

募 集 期 間 令和４年８月 22 日㈪～９月 22 日㈭

試 験 日 一次試験：令和４年 10 月 29 日㈯
二次試験：令和４年 11 月 20 日㈰　※一次試験合格者のみ

試 験 会 場 【一次試験】J:COM ホルトホール大分　　【二次試験】NOSAI おおいた本所

※詳細はホームページの採用情報ページを
ご覧ください

http://www.nosai-oita.jp/wp/nosai_saiyo

TEL.097-544-8110
Eメール  saiyou@nosai-oita.jp
本所  総務部  経営企画課  職員採用担当

エントリーはこちらから▶

広報紙「きらり７月号」にて、内容の一部に誤りがございました。深くお詫びいたしますとともに、謹んで訂正させていただきます。
〈誤〉採用募集人員　令和５年４月１日現在 18 歳～ 40 歳の人	→〈正〉採用募集人員　令和５年４月１日現在 18歳～ 30 歳の人
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キ
農業女子ラリキ
農業女子ラリちゃん

NOSAIおおいた広報紙「きらり」第43号
令和４年８月発行

編集後記

今回の表紙　栗

大分県農業共済組合（本所）
〒870-0822		大分県大分市大道町３丁目１番１号
TEL.097-544-8110　FAX.097-544-8242

来年の収入保険の加入受付が本格化しまし
た。事故と聞くと収穫量の減少を考えがちで
したが、市場に赴くと「今年は豊作貧乏の年
だ」という声をよく聞きます。「出来が良す
ぎても収入が減る」という農業特有の難しさ
に改めて気付かされます。

トゲが特徴的な秋の味覚である栗。実は私
たちが普段食べているモノは種の部分で、一
般的に皮と思われている茶色の部分が果肉に
あたります。

応 募 方 法 	ハガキまたはＥメールに下記の①～④を記入いただき
お申し込みください。当選者は発送をもって発表にか
えさせていただきます。

	 	①感想や１番良かった記事、NOSAI への質問や要望
	 ②郵便番号、住所　③氏名、年齢　④電話番号
送 り 先	 〒 870-0822	大分市大道町３丁目１番１号
	 大分県農業共済組合広報係
Ｅ メ ー ル	 kirari@nosai-oita.jp

東 部 支 所	 TEL.0978-63-4466
中西部支所	 TEL.0973-72-3409
大分出張所	 TEL.097-576-7461

南 部 支 所	 TEL.0974-22-3330
竹田出張所	 TEL.0974-63-2825
北 部 支 所	 TEL.0978-32-1307

印刷：	小野高速印刷株式会社　〒870-0913	大分市松原町２-１-６
	 TEL.097-558-3444　URL	https://www.ohp.co.jp/
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抽選で５名様にプレゼント！

スマホからも応募できます！

食
材
は

す
ご
い
！

新
鮮
！

お
い
し
い
！

そ
の
場
で

ゲ
ッ
ト
！

も
う
食
べ
ら
れ
な
い
よ…
フ
フ
フ
フ…

わ
ー
い

わ
ー
い

今
流
行
り
の
畑
キ
ャ
ン
プ
！

ち
ょ
っ
と

ト
イ
レ…

き
ら
り
ち
ゃ
ん

遅
い
な…

数
分
後

NOSAI への
ご意見・ご要望をお寄せください

hp@nosai-oita.jp

締切：令和４年10月17日（月） ［消印有効］

　豊後大野市大野町にある創業
70年以上の老舗椎茸問屋「茂里
商店」が販売する椎茸加工品の
詰め合わせセット。椎茸は豊後大
野市産を中心とする大分県産で旨
味や風味、香りが存分にお楽しみ
いただける商品となっています。
※	写真は主な商品の一覧となり
ますので、セット内容とは異
なります。

株式会社　茂
も

里
り

商
しょう

店
てん

椎茸加工品詰め合わせセット

大分
おとりよせ
グルメ

株式会社　茂里商店
豊後大野市大野町田中 2370-１
TEL.0974-34-2162
FAX.0974-34-2108
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